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地域連携薬局を
周辺薬局は活用し地域への
手厚い薬局サービス実現を

Exclusive Interview

電子処方箋は地域の中核病院への普及急ぐ
　薬機法改正を控え、今号の「特別対談」には厚生労
働省医薬局長・城克文氏にご登場いただきました。前
回の改正では、患者が住み慣れた地域で、医薬品を安
心して利用できるようにするための改正等が行われた
ことから、5年後の今年、その後の状況に基づき見直
しが行われることになります。

　城氏は、前回改正で導入された認定薬局制度に関し、
地域連携薬局と周辺薬局の連携の重要性を指摘、周辺
薬局は地域連携薬局を活用することで手厚い薬局サー
ビスを実現してほしいと期待を示しました。また、普
及が進まない電子処方箋については、中核病院への導
入を急ぐ考えを明らかにしました。

対談は厚生労働省医薬局長室で行われた。城克文氏（右）と藤井江美氏

厚生労働省厚生労働省
医薬局長医薬局長

城 克文城 克文氏氏

一般社団法人 日本保険薬局協会一般社団法人 日本保険薬局協会
副会長副会長

藤井 江美藤井 江美氏氏

特別対談
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城 克文城 克文氏 氏   藤井 江美藤井 江美氏氏特別対談

地域連携薬局を
周辺薬局は活用し地域への
手厚い薬局サービス実現を
電子処方箋は地域の中核病院への普及急ぐ

　藤井　近年、ドラッグ・ラグやド
ラッグ・ロスが国民の関心を集める
ようになってきました。また、後発
医薬品の供給不足など、国民の医薬
品へのアクセスに課題が生じていま
す。承認制度を含め、どのような制
度改正が必要なのでしょうか。
　城　ドラッグ・ラグもしくはドラ
ッグ・ロスは、医薬品そのものが流
通していない状態ですから、国民の
目には直接触れない事象です。しか
し、海外で使用されている新薬が日
本国内では利用できないことで、国
民に不利益を与える場合もあります
から、国としては以前から取り組み
を進め、次第に改善してきました。
　それよりも、足元で深刻な状況に
あるのが後発医薬品の不足です。普
段、患者が当たり前のように使用し
ていた解熱鎮痛剤などの供給が不安
定になったことで、国民に不安を与
えたのではないかと受け止めていま
す。
　その背景は、さまざまに指摘され
てきましたので詳細は省きますが、
主だったものを簡単に言えば、薬機
法に不適合だった事例があったほ
か、世界的にも原薬不足が続いてい
た中で海外依存を改善できなかった
ことなどが挙げられます。しかし、
最大の問題は、それらをカバーでき
るような体制になっていなかったと
いうことなのです。以前は、「製薬企
業に生産を頑張ってもらうしかない
よね」と考えられてきたのですが、
「産業構造にも課題があるので、各
社に任せているだけでは解決できな
い」と認識されるようになったこと

が、今回の議論の大きな特徴です。
　そうした議論をしてきたのが、「医
薬品の迅速・安定供給実現に向けた
総合対策に関する有識者検討会」で
す。同検討会は2023年6月、①安
定供給の確保、②創薬力の強化、③
ドラッグ・ラグ、ドラッグ・ロスの
解消、④適切な医薬品流通に向けた
取り組み――を柱とする報告書をま
とめました。それを受けて医薬局と
して「創薬力の強化・安定供給の確
保等のための薬事規制のあり方に関
する検討会」を立ち上げ、2024年4
月に報告書を公表しました。この報
告書は、専門的な内容だったため余
り話題になりませんでしたが、かな
りドラスティックなことを言ってい
るのです。例えば、海外で開発され
た新薬をわが国で上市する場合、国
内で第Ⅰ相臨床試験から行わなけれ
ばならないと思われていた向きがあ
りましたので、科学的な根拠がある
のならば第Ⅰ相試験は不要と明確に
示しました。また後発医薬品につい
ては、海外から仕入れている原薬が

途絶えた場合、どのように代替品を
調達するかという問題についても言
及しています。これまでは、後発医
薬品企業が能力を全開にすることで
生産量を引き上げてきたものの、余
力が全くない状態であったという政
策の問題と共に、企業の行動にも問
題が見受けられましたので、後発医
薬品産業については別途、「後発医
薬品の安定供給等の実現に向けた産
業構造のあり方に関する検討会」を
立ち上げて議論してきました。
　これら複数の検討会等で続けてき
た議題を全て含め、薬機法等の法改
正をしなければならない事柄につい
ては2024年の夏以降、厚生科学審
議会医薬品医療機器制度部会で検討
してきました。具体的に言えば、小
児用医薬品のドラッグ・ロス解消に
向けては、成人用医薬品の承認申請
者に対し小児用医薬品開発の計画策
定を努力義務として課したいと考え
ています。また、患者数が少ないな
どの理由で治験が困難な疾患につい
ては「条件付き承認制度」があるの

供給不足時に国が薬局等に
協力要請できるよう法改正

城克文氏
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出席者（発言順）

Round Table Discussion

左から多湖氏、重元氏、中村氏

　電子処方箋はオンライン資格確認等のシステムを拡
張し、電子的に処方箋を運用する仕組みです。直近の
処方、調剤結果の閲覧、そのデータを活用し医療の質
向上に寄与することが大きな目的です。ただ、全体と
しての導入率は２割程度というなかで、現状での課題
と活用状況、今後の方向性について行政の立場を含め、

お三方にお話しいただきました。薬局現場では、過渡
期の課題を抱えながらも、調剤結果登録が着実に行わ
れ、「かかりつけ」の認識向上にも寄与するなど医療の
質向上につながっており、今後も周知の仕方の工夫を
含め、さらなる推進を図っていく必要性が指摘されま
した。� （2025年1月9日収録）

一定の周知が進んだなかで
ターゲットに応じた
周知の工夫が必要
紙の処方箋を含め「調剤結果の登録」は
安定した業務フローに

座 会談 電子処方箋で変わる薬薬局局のの未未来来
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座 会談 電子処方箋で変わる薬薬局局のの未未来来

一定の周知が進んだなかで
ターゲットに応じた
周知の工夫が必要
紙の処方箋を含め「調剤結果の登録」は
安定した業務フローに

つになったら機能追加が終わるのか」、「導入のタイミ
ングがつかめない」というご指摘もあります。そのた
めシステム改修に関して、ベンダーさんの協力もいた
だきながら、できるだけお知らせするよう努めていま
す。
　電子処方箋に限らず、医療DXは質の高い医療を提
供するという取り組みの一環です。ご負担はあるかと
思いますが、最終的には患者さんに対する、質の高い
医療提供につながるとご理解をいただきたいと思いま
す。そのためさまざまな形で広報、 周知、啓発に取り
組んでいるところです。

　――薬局は約6割が電子処方箋システムを導入して
いますが、クオール、メディカルシステムネットワー
ク両社の状況はいかがですか。
　中村　ほぼ100％導入済みですが、ほとんどの医療
機関、クリニックで引き換え番号が入った紙処方箋の
みの発行となっています。ある薬局の話では、引き換
え番号を入力したところ得られるはずの情報が登録さ
れておらず、当該医療機関側に問い合わせてもその理
由がわからないなど、細かいトラブルもあるようです。  
一方で、重元課長からもご説明いただいた通り、直近
の重複投薬のチェックなどが行えますし、従来は正確
に把握できなかった情報を得て、本来的な薬物治療へ
の寄与ができているということも、現場で実感できて
いると思います。
　多湖　当社でもほぼ100％対応できています。基本
的には中村さんがお話しになった状況と同様です。付
け加えると調剤結果の登録については、もう当たり前
の業務という位置付けで、安定したフローになってい
るという印象です。ですから紙の処方箋も含め、リア
ルタイムに近いところで情報更新が行われ、メリット
を感じており、そういう意味でも着実に進んでいると
思います。
　――ところで医療機関への働きかけなどで良い事例
はありますか。
　中村　現状としては、近隣の医療機関に、「薬局で
は電子処方箋を導入しましたが、導入に向けた状況は
いかがでしょうか」というような薬局の状況をお伝え

　――はじめに電子処方箋の目的や位置付けについて
行政の立場からお話しいただきたいと思います。
　重元　電子処方箋は令和5年1月から政府として導
入、スタートしました。既にご案内の通りではありま
すが、電子処方箋とは単に紙の処方箋を電子化すると
いうことではなく、医療機関と薬局との間のやり取り
をすることにより、患者さんの直近の処方情報、調剤
情報が共有できる。その情報が蓄積していくことによ
って、重複投薬や併用禁忌のチェックも有効にできる
こととなり、ひいては患者さんにとって質の高い医療
提供につながることを目的として導入されていると理
解しています。 
　重複投薬のチェックを含め、直近の調剤結果の履歴
も患者さんの同意が得られれば、マイナ保険証を介し
て確認ができるということで、マイナ保険証との関係
性も非常に重要です。マイナ保険証でなくても一応チ
ェックはできますが、アラートが出た時に、直近の薬
剤が何なのかというところが見れないことになります
ので、電子処方箋システムを運用する上でマイナ保険
証の普及も欠かせません。
　さて、電子処方箋に関しては、政府としても医療
DXの推進に関する工程表に基づき取り組みを進めて
います。今年の3月末までにオンライン資格確認導入
済みの全ての医療機関において、電子処方箋を導入す
る目標を掲げています。現在の導入状況は全体で約2
割、このうち薬局では6割を超えています。
　まだ医療機関側の導入が進んでいない状況ですが、
薬局側では電子処方箋、紙の処方箋を問わず、電子処
方箋システムのなかで調剤結果を登録していただいて
います。非常にご負担をおかけしていますが、おかげ
さまでデータ蓄積はかなり進んできています。この点
も非常に感謝しています。
　一方、医療機関側の導入が進んでいない理由につい
てお聞きすると、電子処方箋を単独で入れても費用負
担が非常にかかり、電子カルテシステムの更改時期と
合わせたいといった声も多く、費用面に関して財政的
な支援をしています。また電子処方箋のシステム面
で、断続的に機能を追加している部分があるため、「い

最終的に患者さんに対する
「質の高い医療提供」につながる

厚労省やデジタル庁のホームページでは
PRを含め進捗状況など紹介

電子処方箋で変わる薬薬局局のの未未来来
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Visiting

くお届けしたいのは山々なのですが、外来があるので
出掛けられない。結局、閉局後にお届けすることにな
り、長時間労働が常態化していました。「これでは社
員が持たない」と危機感に迫られ、在宅・外来調剤の
分離を決断しました。
　移転に当たり1施設を他社にお譲りし、今は、本薬
局に近い終末期特化型と長期療養型の有料老人ホーム
2施設の在宅処方箋をお受けしています。両施設で患
者さんは90人ほどです。応需処方箋は今のところ、
まだ月300枚程度ですので全くペイできていません。
　――在宅と外来のハイブリッド型では、持続できな

ハイブリッド型薬局の持続可能性に疑問

　――在宅調剤センター府中店の概要からお聞かせく
ださい。
　森田　人員体制は薬剤師3人、医療事務1人です。
導入している機器は錠剤分包機、散剤分包機、一包化
監査支援システム、無菌調剤室です。在庫品目数は、
外来がないものの800品目程度あり、麻薬が30品目、
注射剤90～100品目です。昨年11月1日に開局した
後、2カ月間で緊急訪問が66件でしたから1日平均2
～3件、麻薬調剤が50件、無菌調剤が10件程度でした。
　古田　もともと、本薬局は隣接する調布市で、「ノ
ムラ薬局仙川店」として営業していました。その店舗
を現在地に移転した上で名称変更し、在宅特化型薬局
に転換しました。旧仙川店は外来処方箋を月800枚、
在宅処方箋を月400～500枚応需していました。当時、
大きな負担になっていたのが緊急訪問でした。施設か
ら「急いで届けてほしい」と連絡があると、一刻も早

　東京都日野市を地盤とするノムラ薬局が昨年11月、在宅特化型薬局の多店舗
展開に乗り出しました。その1号店が、ノムラ薬局在宅調剤センター府中店（東
京都府中市）です。同店は、隣接する調布市から移転・名称変更することで在
宅特化型薬局に衣替えしました。旧店舗は外来・在宅調剤を行うハイブリッド
型薬局でしたが、その繁忙さに危機感を持った代表取締役社長・古田智裕氏が、
従業員を守るため在宅・外来調剤の分離を決断し、在宅医療に特化させました。
　現在、2施設の有料老人ホームの処方箋を応需、薬剤師が全ての訪問診療に
同行、麻薬・中心静脈栄養など高度な在宅医療にも対応しています。今後、同
社の出店エリアである多摩地区に5店舗を展開する意向です。

連載

訪問シリーズ

従業員を守るため
外来・在宅調剤の分離を決断
全ての訪問診療に薬剤師が同行、麻薬・中心静脈栄養等にも対応

日本保険薬局協会　
専務理事

柳楽 晃洋氏

聞き手

No.12 在宅特化型薬局

森
田
聖
仁
氏

古
田
智
裕
氏

株式会社ノムラ薬局
代表取締役社長 古田 智裕氏

ノムラ薬局 在宅調剤センター府中店
管理薬剤師 森田 聖仁氏

ノムラ薬局 在宅調剤センター府中店
（東京都府中市）
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